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 ～世界の変化を見る～         
 
科学技術基盤調査研究室 阪 彩香 
第 1 調査研究グループ 加藤 真紀 















研究レビュー ３－１ 研究活動の国際化 ～世界の変化を見る～                      はじめに 世界の研究活動がグローバル化していることや、人材の流動が起きていることは多々指摘されているが、定量的にはどのように見えてくるのかを紹介する。1．では阪 彩香 科学技術基盤調査研究室 主任研究官より、OECD 主要国を中心に活動状況を紹介する。2．では加藤 真紀 第1調査研究グループ 上席研究官から開発途上国中心の活動状況を紹介し、さらに3．では古川貴雄 科学技術動向研究センター 上席研究官から研究人材の流動性の状況を紹介する。  
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次に、全分野の分野内訳を紹介する。今回使っているWeb of Scienceの中には 1つのジ
ャーナルに 1つの分野を付与する 22分野分類があるのだが、22分野全てを示すと煩雑な
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のは 1つの論文に対して日本と米国の共著であれば日本 1、米国 1と数える方法で、いわ
ゆる生産への関与度を示している。 
分数カウントは、1 つの論文に対してどれだけの貢献をしたかということなので、先程












(例) 国際共著率：世界 60％、A国 71.4％、B国 100％、C国 100％、D国 33.3％
整数カウント(世界の研究活動への関与度)： A国＞ B国＞ C国＝ D国
分数カウント(知識の創出への貢献度)： A国＞ D国＞ B国＞ C国
A国 B国 C国 D国 A国 B国 C国 D国
1 A, B 1 1 1/2 1/2
2 A, B 1 1 1/2 1/2
3 A, C 1 1 1/2 1/2
4 A 1 1
5 A 1 1
6 B, C 1 1 1/2 1/2
7 A, B, C 1 1 1 1/3 1/3 1/3
8 A, D 1 1 1/2 1/2
9 D 1 1
10 D 1 1















Article, Article & Proceedings (Articleとして扱うた
め), Review, Letter & Note
Article, Article & Proceedings (Articleとして扱うた
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ここで、日本の特有に起きている論文数自体の伸び悩みについて紹介しておこう。【資
















区分 国名 1998-2000年 2008-2010年 伸び率 区分 国名 1998-2000年 2008-2010年 伸び率
米国 18,644 22,665 1.22 米国 14,960 19,037 1.27
英国 5,848 6,032 1.03 英国 4,211 5,273 1.25
日本 10,316 9,938 0.96 日本 4,725 4,902 1.04
ドイツ 8,315 9,431 1.13 ドイツ 2,694 4,050 1.50
中国 6,214 25,945 4.18 中国 2,869 13,907 4.85
フランス 5,452 6,398 1.17 フランス 2,311 4,087 1.77
全世界 87,239 127,881 1.47 全世界 56,543 91,850 1.62
米国 4,949 7,163 1.45 米国 12,774 19,253 1.51
英国 1,635 2,049 1.25 英国 3,706 5,568 1.50
日本 2,947 3,686 1.25 日本 1,482 3,080 2.08
ドイツ 2,002 2,783 1.39 ドイツ 2,470 5,027 2.03
中国 2,397 12,110 5.05 中国 1,051 6,955 6.62
フランス 1,348 2,094 1.55 フランス 2,376 4,148 1.75
全世界 25,272 47,821 1.89 全世界 35,531 63,248 1.78
米国 19,312 26,653 1.38 米国 60,842 89,605 1.47
英国 5,704 8,207 1.44 英国 20,996 26,337 1.25
日本 6,718 9,098 1.35 日本 14,893 17,629 1.18
ドイツ 8,145 11,476 1.41 ドイツ 14,893 21,762 1.46
中国 4,631 18,883 4.08 中国 2,057 12,397 6.03
フランス 5,772 8,535 1.48 フランス 10,214 14,301 1.40
全世界 66,193 104,741 1.58 全世界 178,948 278,610 1.56
米国 9,496 13,450 1.42 米国 65,183 80,389 1.23
英国 2,007 3,196 1.59 英国 16,952 19,855 1.17
日本 1,848 2,481 1.34 日本 18,292 19,332 1.06
ドイツ 2,346 3,302 1.41 ドイツ 15,156 19,474 1.28
中国 1,592 7,807 4.90 中国 2,926 20,233 6.92
フランス 2,375 3,829 1.61 フランス 11,830 13,374 1.13
















国名 論文数 シェア 世界ランク
米国 213,229 31.3 1
英国 62,662 9.2 2
日本 62,457 9.2 3
ドイツ 56,795 8.3 4
フランス 42,267 6.2 5
カナダ 28,918 4.2 6
イタリア 27,291 4.0 7
ロシア 24,560 3.6 8
中国 24,405 3.6 9
スペイン 20,006 2.9 10
オーストラリア 18,571 2.7 11
インド 16,558 2.4 12
オランダ 16,088 2.4 13
スウェーデン 13,202 1.9 14
スイス 12,042 1.8 15
韓国 10,701 1.6 16
台湾 8,720 1.3 17
ブラジル 8,616 1.3 18
ベルギー 8,614 1.3 19
イスラエル 8,169 1.2 20
ポーランド 7,728 1.1 21
デンマーク 6,860 1.0 22
フィンランド 6,262 0.9 23
オーストリア 6,026 0.9 24
トルコ 4,927 0.7 25
整数カウント
1998年 － 2000年 (平均)
論文数
国名 論文数 シェア 世界ランク
米国 297,191 27.5 1
中国 120,156 11.1 2
英国 82,218 7.6 3
ドイツ 79,952 7.4 4
日本 71,149 6.6 5
フランス 58,261 5.4 6
カナダ 48,344 4.5 7
イタリア 47,373 4.4 8
スペイン 39,985 3.7 9
インド 39,555 3.7 10
韓国 34,643 3.2 11
オーストラリア 34,055 3.1 12
ブラジル 29,296 2.7 13
オランダ 26,712 2.5 14
ロシア 26,082 2.4 15
台湾 21,831 2.0 16
トルコ 20,786 1.9 17
スイス 19,795 1.8 18
スウェーデン 17,825 1.6 19
ポーランド 16,974 1.6 20
ベルギー 14,765 1.4 21
イラン 14,147 1.3 22
イスラエル 10,565 1.0 23
デンマーク 10,345 1.0 24
オーストリア 10,187 0.9 25
整数カウント
論文数
2008年 － 2010年 (平均)
26位以降
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国名 論文数 シェア 世界ランク 論文数 シェア 世界ランク
米国 297,191 27.5 1 247,175 22.8 1 4.6
中国 120,156 11.1 2 105,788 9.8 2 1.3
英国 82,218 7.6 3 57,450 5.3 4 2.3
ドイツ 79,952 7.4 4 57,102 5.3 5 2.1
日本 71,149 6.6 5 61,170 5.7 3 0.9
フランス 58,261 5.4 6 41,214 3.8 6 1.6
カナダ 48,344 4.5 7 34,919 3.2 9 1.2
イタリア 47,373 4.4 8 36,038 3.3 7 1.0
スペイン 39,985 3.7 9 30,276 2.8 10 0.9




2008年 － 2010年 (平均)
整数カウント 分数カウント
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その数は、現在全世界の論文のうち約 20％、日本では約 25％、米国では 31％である。中












































































































































































米国 英国 日本 ドイツ 中国 フランス 韓国 全世界
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（注）article, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
5.09 3.75 3.42 3.32 2.69 
25.66 











































（注1）article, letter, note, reviewを分析対象とし、整数カウントにより分析
（注2）著者名のデータが無い場合は、1人とし集計した。
トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of Science”を基に、科学技術政策研究所が集計
 国際共著論文に関与する機関数や関与する著者数が増加していることから、研究体制が大型化していること
がわかる。






















a b c a/a b/a c/a g/a h/b i/c
米国 763,299 545,872 217,427 100.0 71.5 28.5 11.9 11.1 13.8
英国 208,489 115,596 92,893 100.0 55.4 44.6 11.0 8.5 14.2
日本 198,251 151,372 46,879 100.0 76.4 23.6 7.9 6.6 11.8
ドイツ 197,381 104,831 92,550 100.0 53.1 46.9 10.8 8.4 13.6
中国 222,154 173,775 48,379 100.0 78.2 21.8 5.9 5.0 9.0
フランス 140,155 72,401 67,754 100.0 51.7 48.3 10.0 7.4 12.8
韓国 67,442 48,451 18,991 100.0 71.8 28.2 6.7 5.7 9.3
全世界 2,545,273 1,984,673 560,600 100.0 78.0 22.0 8.1 7.6 10.0
国名
①論文数 ④論文数の比率(%) ⑥論文あたりの被引用回数




科学技術基盤調査研究室 阪 彩香 
 























1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 ドイツ 英国 中国 カナダ フランス 韓国 ロシア オーストラリア イタリア
43.3 9.6 9.0 8.1 5.6 5.5 4.6 4.1 3.6 3.4
米国 中国 ドイツ 英国 韓国 フランス カナダ ロシア インド オーストラリア
26.7 13.0 9.4 7.7 6.2 5.1 4.9 4.4 3.0 2.5
米国 中国 韓国 英国 ドイツ インド フランス カナダ オーストラリア ロシア
25.2 17.5 10.3 8.3 8.1 4.6 4.3 3.6 3.4 3.0
米国 ドイツ 英国 ロシア 中国 フランス イタリア カナダ スイス 韓国
39.0 18.2 11.9 11.8 8.4 8.2 7.4 6.9 5.7 5.1
米国 中国 ドイツ 英国 フランス カナダ 韓国 イタリア オーストラリア ロシア
36.8 10.1 9.0 6.4 6.2 5.6 4.3 4.1 3.5 2.0
米国 中国 英国 ドイツ 韓国 フランス カナダ ロシア オーストラリア インド
36.1 12.7 7.3 6.9 6.6 5.7 4.9 3.8 3.5 3.5
米国 中国 カナダ 英国 ドイツ フランス オーストラリア ロシア インド ニュージーランド
41.1 9.3 8.1 7.8 7.4 7.2 6.8 5.9 4.5 3.2
米国 英国 ドイツ カナダ 中国 オーストラリア スウェーデン フランス オランダ イタリア
60.3 8.7 6.8 5.2 4.6 4.1 4.0 3.6 2.8 2.5
米国 英国 ドイツ カナダ 中国 フランス 韓国 オーストラリア スウェーデン イタリア















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 中国 ドイツ 英国 韓国 フランス カナダ イタリア オーストラリア 台湾
36.5 16.4 10.0 9.8 7.8 7.5 5.4 4.5 4.5 3.5
米国 中国 韓国 ドイツ フランス 英国 インド カナダ 台湾 オーストラリア
22.6 20.3 8.7 8.3 6.5 5.8 5.5 3.4 3.3 3.2
中国 米国 韓国 英国 ドイツ インド フランス オーストラリア カナダ タイ
29.5 16.5 12.5 6.1 5.3 5.2 4.9 3.3 3.2 1.9
米国 ドイツ 英国 中国 フランス 韓国 ロシア イタリア スペイン カナダ
39.0 19.7 15.6 15.3 14.2 10.4 10.2 9.8 7.2 6.9
米国 中国 ドイツ フランス 韓国 英国 カナダ イタリア 台湾 スペイン
22.6 18.8 8.5 8.4 8.0 6.8 5.7 4.5 3.5 2.8
中国 米国 韓国 英国 ドイツ フランス カナダ オーストラリア 台湾 ロシア
24.0 23.8 9.2 6.8 6.3 5.0 4.3 3.5 3.2 2.5
米国 中国 英国 ドイツ フランス カナダ 韓国 オーストラリア ロシア インド
34.6 20.1 10.1 9.5 8.7 7.2 6.6 5.9 4.3 4.0
米国 中国 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス イタリア 韓国 オランダ
53.0 12.4 10.4 8.3 6.4 5.7 5.5 5.5 5.0 4.7
米国 中国 英国 ドイツ 韓国 フランス タイ カナダ オーストラリア イタリア
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1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
ドイツ 英国 カナダ 日本 フランス イタリア オーストラリア スイス オランダ 中国
13.3 12.6 11.4 9.8 8.4 6.4 4.5 4.2 4.2 4.1
ドイツ 英国 日本 フランス カナダ 中国 ロシア イタリア スペイン 韓国
13.7 10.4 8.7 8.2 7.4 5.3 4.9 4.6 4.0 3.7
ドイツ 日本 韓国 中国 カナダ 英国 フランス ロシア インド 台湾
13.2 12.1 9.2 8.3 7.5 7.3 5.8 3.8 3.6 3.1
ドイツ 英国 フランス イタリア 日本 ロシア カナダ スイス スペイン オランダ
21.2 15.3 12.5 10.0 9.9 9.8 7.9 6.3 5.6 5.5
カナダ ドイツ 英国 フランス イスラエル 中国 イタリア 日本 韓国 オーストラリア
11.1 10.5 8.8 7.8 7.5 7.0 5.2 4.6 4.2 4.0
カナダ 中国 日本 ドイツ 英国 韓国 フランス イタリア 台湾 イスラエル
9.4 8.5 8.4 7.8 7.3 7.0 6.9 5.6 4.9 4.3
カナダ 英国 ドイツ フランス オーストラリア 日本 中国 ロシア イタリア スイス
15.8 13.6 11.8 9.2 7.3 6.3 4.5 4.0 3.9 3.7
カナダ 英国 ドイツ 日本 イタリア フランス オランダ スイス オーストラリア スウェーデン
13.7 12.7 12.0 11.2 7.7 6.0 5.5 4.6 4.6 4.3
英国 カナダ ドイツ 日本 フランス イタリア オーストラリア スイス オランダ スウェーデン















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
英国 中国 ドイツ カナダ フランス 日本 イタリア オーストラリア 韓国 スペイン
13.3 12.4 12.3 11.8 8.1 7.1 7.0 5.3 5.1 4.8
中国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 カナダ イタリア インド スペイン
17.0 11.0 8.7 6.8 6.6 6.4 5.8 5.4 4.9 4.5
中国 韓国 ドイツ 英国 日本 カナダ フランス インド 台湾 イタリア
21.2 12.2 9.1 7.8 6.6 6.0 4.9 4.4 3.3 3.3
ドイツ 英国 フランス 中国 イタリア 日本 カナダ スペイン ロシア 韓国
21.6 18.1 14.9 13.2 10.7 10.6 10.2 8.1 7.5 6.4
中国 カナダ 英国 フランス ドイツ 韓国 イスラエル イタリア スペイン 台湾
16.3 9.9 8.9 8.2 7.9 5.9 5.0 4.9 4.0 3.2
中国 韓国 カナダ 英国 ドイツ イタリア フランス 日本 台湾 スペイン
18.8 10.3 9.3 6.4 6.1 5.5 5.2 4.9 4.7 3.5
英国 中国 カナダ ドイツ フランス オーストラリア 日本 イタリア スイス スペイン
14.6 14.3 14.3 11.4 9.9 7.4 6.2 5.0 4.7 4.0
カナダ 英国 ドイツ イタリア 中国 フランス 日本 オランダ オーストラリア スイス
15.2 14.4 12.5 9.2 8.4 6.9 6.8 6.4 6.2 4.8
英国 カナダ ドイツ 中国 日本 フランス イタリア オーストラリア スペイン 韓国




























1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 ドイツ フランス イタリア オランダ オーストラリア カナダ スペイン 日本 スイス
29.4 12.9 10.5 8.0 6.6 6.0 5.9 5.5 4.7 4.4
米国 ドイツ フランス スペイン イタリア 日本 ロシア カナダ オランダ オーストラリア
20.3 11.0 9.4 8.2 6.8 4.9 4.5 4.4 4.1 3.7
米国 ドイツ 日本 フランス 中国 スペイン イタリア カナダ ポルトガル オランダ
15.5 10.6 8.4 8.0 6.8 6.0 5.0 4.0 3.4 3.2
米国 ドイツ フランス イタリア ロシア スペイン スイス 日本 オランダ カナダ
37.4 19.7 15.5 12.2 10.0 8.1 7.8 7.4 6.7 6.5
米国 ドイツ オーストラリア フランス イタリア カナダ 中国 オランダ ロシア スペイン
31.0 10.7 7.8 6.9 5.5 5.2 4.5 3.3 3.3 3.2
米国 ドイツ 中国 フランス イタリア オーストラリア カナダ 日本 オランダ スペイン
19.9 8.7 8.2 6.5 6.3 4.9 4.8 4.6 4.4 3.8
米国 ドイツ フランス カナダ オーストラリア オランダ スペイン イタリア ノルウェー スウェーデン
28.5 11.2 11.1 8.1 7.8 6.1 5.5 4.9 4.0 4.0
米国 ドイツ イタリア フランス オランダ オーストラリア カナダ スウェーデン スイス ベルギー
29.1 12.1 10.2 10.0 9.1 8.2 7.2 6.1 4.7 4.5
米国 ドイツ フランス オランダ イタリア オーストラリア カナダ スペイン 日本 スウェーデン















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 ドイツ フランス イタリア オランダ オーストラリア スペイン カナダ 中国 スイス
30.6 15.9 11.7 9.9 8.3 8.1 7.8 7.8 6.4 5.5
米国 ドイツ フランス スペイン 中国 イタリア オーストラリア オランダ スイス インド
19.8 12.0 10.1 9.7 7.6 7.3 4.6 4.4 4.0 4.0
米国 中国 ドイツ フランス スペイン 日本 イタリア オランダ オーストラリア インド
18.6 13.4 11.3 7.8 6.3 5.8 5.0 4.7 4.7 3.7
米国 ドイツ フランス イタリア スペイン カナダ 日本 オランダ ロシア スイス
41.1 25.8 21.0 15.3 12.7 10.6 9.6 9.3 9.0 7.4
米国 ドイツ 中国 フランス カナダ スペイン イタリア オーストラリア オランダ ロシア
25.5 12.3 9.5 8.7 6.0 5.8 5.6 4.7 3.8 2.9
中国 米国 ドイツ イタリア フランス オーストラリア スペイン カナダ オランダ 日本
20.2 15.8 7.6 7.1 6.4 6.0 5.2 4.8 4.1 3.4
米国 ドイツ フランス オーストラリア カナダ イタリア スペイン オランダ 中国 スイス
31.4 15.8 12.9 8.5 8.3 7.4 7.3 7.1 6.5 6.1
米国 ドイツ イタリア オランダ オーストラリア フランス カナダ スペイン スウェーデン スイス
32.1 16.0 12.6 11.9 11.3 10.9 10.0 7.4 7.2 6.6
米国 ドイツ フランス イタリア オランダ オーストラリア スペイン カナダ スイス スウェーデン
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1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 日本 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス シンガポール イタリア 韓国
34.6 15.6 10.7 10.4 6.4 5.9 5.0 3.8 3.5 3.3
米国 日本 ドイツ 英国 マレーシア カナダ シンガポール フランス 台湾 オーストラリア
27.8 22.2 10.7 7.5 5.6 4.6 4.5 3.5 2.6 2.2
日本 米国 ドイツ 英国 韓国 シンガポール オーストラリア カナダ オランダ フランス
21.3 21.2 10.2 8.1 6.2 5.6 4.4 3.7 3.4 3.1
米国 ドイツ 日本 英国 フランス イタリア 韓国 ロシア 台湾 スペイン
35.1 19.1 15.0 10.0 10.0 9.6 7.0 6.3 6.0 6.0
米国 カナダ ドイツ オーストラリア 英国 日本 フランス 台湾 シンガポール 韓国
37.3 10.6 9.1 8.1 6.8 6.8 4.1 3.9 3.7 2.4
米国 英国 日本 カナダ オーストラリア シンガポール ドイツ 台湾 韓国 フランス
35.3 12.6 12.4 10.0 7.9 7.3 5.8 2.3 2.1 1.9
米国 英国 日本 ドイツ オーストラリア フランス カナダ スウェーデン オランダ 台湾
37.1 12.1 11.8 11.4 7.8 7.0 7.0 3.1 2.6 2.6
米国 英国 日本 オーストラリア カナダ ドイツ フランス スウェーデン イタリア オランダ
40.9 16.0 13.8 9.3 5.7 5.5 4.2 3.8 3.2 2.6
米国 日本 英国 ドイツ カナダ オーストラリア フランス 韓国 オランダ 台湾















1位 2位 3位 4位 5位 6位 7位 8位 9位 10位
米国 日本 英国 カナダ ドイツ オーストラリア フランス シンガポール 韓国 台湾
42.5 11.0 9.6 7.9 7.6 7.5 4.9 4.7 4.6 3.3
米国 日本 ドイツ 英国 カナダ オーストラリア シンガポール フランス 韓国 台湾
33.8 12.1 8.2 6.7 6.1 5.9 5.2 5.2 4.7 3.0
米国 日本 オーストラリア ドイツ 英国 韓国 シンガポール フランス カナダ スウェーデン
29.0 16.1 9.2 8.2 7.7 6.9 5.9 5.3 5.1 2.1
米国 ドイツ 日本 英国 フランス シンガポール 韓国 カナダ オーストラリア ロシア
41.3 14.6 12.9 9.5 8.2 6.8 6.7 6.5 6.1 5.6
米国 カナダ オーストラリア 英国 台湾 フランス 日本 シンガポール 韓国 ドイツ
38.1 10.0 7.7 7.7 6.1 5.9 5.9 5.8 5.3 4.1
米国 英国 カナダ オーストラリア 日本 シンガポール 韓国 ドイツ フランス 台湾
33.5 14.5 10.4 9.6 8.7 7.9 4.0 3.8 3.6 3.5
米国 日本 カナダ オーストラリア 英国 ドイツ フランス 台湾 韓国 オランダ
45.0 11.3 10.6 9.7 9.6 8.4 4.9 3.5 2.9 2.6
米国 英国 日本 オーストラリア カナダ ドイツ オランダ 韓国 スウェーデン フランス
55.5 10.6 10.5 8.5 7.5 6.9 4.0 3.9 3.9 3.8
米国 日本 英国 カナダ ドイツ オーストラリア 韓国 フランス シンガポール オランダ
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阪 彩香  
科学技術基盤調査研究室 主任研究官 
（経歴） 
2004年3月 東京大学大学院新領域創成科学研究科 博士号取得 
2004年4月 日本原子力研究所 博士研究員 
文部科学省科学技術政策研究所 特別研究員 
2005年4月 文部科学省科学技術政策研究所 任期付研究員 
2010年4月 文部科学省科学技術政策研究所 主任研究官 




1. 調査資料-158  世界の研究活動の動的変化とそれを踏まえた我が国の科学研究のベンチマ
ーキング、2010 年 12 月、文部科学省科学技術政策研究所 阪 彩香、桑原輝隆 
2. 調査資料-192  科学研究のベンチマーキング 2010 –論文分析でみる世界の研究活動の変
化と日本の状況-、2010 年 12 月、文部科学省科学技術政策研究所 阪 彩香、桑原輝隆 
3. 調査資料-204  科学研究のベンチマーキング 2011 –論文分析でみる世界の研究活動の変
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3-1-2 論文の分析から見る開発途上国の研究活動と日本との国際共著 



























：National Science Indicators, 1981-2006, Deluxe Version （以降NSI 2006）
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得国（Upperと Lowerに分かれる）、高所得うち OECDの被加盟諸国である。 
【資料 3】 
 






















アンゴラ マラウイ アルバニア モロッコ アルゼンチン オーストラリア バハマ
バングラデシュ マリ アルジェリア ナミビア ベリーズ オーストリア バーレーン
ベナン モーリタニア アルメニア パラグアイ ボツワナ ベルギー ブルネイ・ダルサラーム
ブルキナファソ モルドバ アゼルバイジャン ペルー チリ カナダ キプロス
ブルンジ モンゴル ベラルーシ フィリピン コスタリカ デンマーク フランス領ポリネシア
 カンボジア モザンビーク ボリビア ルーマニア クロアチア フィンランド イスラエル
カメルーン ネパール ボスニア・ヘルツェゴビナ ロシア チェコ フランス クウェート
中央アフリカ ニカラグア ブラジル サモア ドミニカ ドイツ マルタ
チャド ニジェール ブルガリア セルビア・モンテネグロ エストニア ギリシャ ニューカレドニア
コンゴ民主共和国 ナイジェリア 中国 南アフリカ ガボン アイスランド シンガポール
コンゴ共和国 パキスタン コロンビア スリランカ ハンガリー アイルランド スロベニア
コートジボワール パプアニューギニア ドミニカ共和国 スリナム ラトビア イタリア アラブ首長国連邦
エリトリア ルワンダ エクアドル スワジランド レバノン 日本
エチオピア セネガル エジプト シリア・アラブ共和国 リビア 韓国
ガンビア シエラレオネ エルサルバドル タイ リトアニア ルクセンブルグ
ガーナ ソロモン諸島 フィジー チュニジア マレーシア オランダ
ギニア スーダン グルジア トルコ モーリシャス ニュージーランド
ギニアビサウ タジキスタン グアテマラ トルクメニスタン メキシコ ノルウェイ
ハイチ タンザニア ガイアナ ウクライナ オマーン ポルトガル
インド トーゴ ホンジュラス バヌアツ パナマ スペイン
ケニア ウガンダ インドネシア ポーランド スウェーデン
キルギス ウズベキスタン イラン サウジアラビア スイス
ラオス ベトナム ジャマイカ セーシェル 英国
レソト イエメン ヨルダン スロバキア 米国
リベリア ザンビア カザフスタン トリニダード・トバゴ
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次に、途上国 6カ国を対象とした事例分析について示す。この 6カ国の抽出方法は、1981
































言語 宗教 独立年 旧宗主国
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27.4% 24.9% 25.6% 28.4% 26.8%
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国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数
米国 79 米国 93 インド 57 米国 17 米国 42 米国 31
韓国 41 中国 64 米国 57 中国 14 英国 17 中国 20
タイ 39 インド 39 英国 22 インド 10 ドイツ 16 フランス 17
中国 32 韓国 35 ドイツ 21 ドイツ 8 中国 9 イタリア 17
オーストラリア 29 オーストラリア 32 中国 19 韓国 8 オーストラリア 7 ドイツ 15
マレーシア 27 タイ 32 タイ 16 英国 8 オランダ 7 スペイン 15
インド 25 フランス 23 スペイン 11 フランス 6 ベルギー 14
英国 22 英国 23 オーストラリア 10 メキシコ 14
フィリピン 18 マレーシア 22 韓国 10 オランダ 14









インドネシア フィリピン バングラデシュ パキスタン ケニア ナイジェリア
【日本の多国間共著の相手国】
【米国の多国間共著の相手国】
国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数 国名 論文数
オーストラリア 92 中国 110 英国 98 英国 104 英国 300 英国 82
日本 79 日本 93 インド 64 ドイツ 65 オランダ 101 ドイツ 43
英国 69 インド 68 日本 57 インド 57 スイス 92 フランス 35
タイ 60 オーストラリア 66 スイス 43 カナダ 47 南アフリカ 81 南アフリカ 34
ドイツ 57 タイ 66 スウェーデン 41 中国 45 カナダ 75 スイス 33
オランダ 55 英国 57 韓国 24 イタリア 42 フランス 63 日本 31
中国 49 フランス 52 フランス 20 スイス 27 ドイツ 57 オランダ 31
フランス 45 シンガポール 48 中国 19 フランス 24 オーストラリア 48 中国 30
インド 42 カナダ 46 タイ 19 韓国 24 ベルギー 42 ベルギー 29
ヴェトナム 40 ドイツ 42 カナダ 18 南アフリカ 22 日本 42 イタリア 26
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第 1調査研究グループ 上席研究官 
（経歴） 
2002年6月～2005年6月 国際協力機構 プロジェクト専門家・業務調整 
2007年10月           東北大学大学院情報科学研究科  
人間社会情報科学専攻 博士号取得 
2008年4月            文部科学省科学技術政策研究所 上席研究官 
                               
 
参考文献： 
１． 調査資料-178  論文生産から見る途上国の研究活動と研究者の国際ネットワーク、2010











































































所属組織を X, Y, Z, Wとし、学士取得組織 Xが国 A、修士取得組織 Yが国 B、博士取得組
織 Zが国 C、所属組織が国 Bにある例を考える。国別の研究者数は最新の論文を発表した
所属組織の国でカウントする。この場合、最新の論文を発表した所属組織 W は国 B にあ
るため、国 Bの研究者を 1名カウントする。国際的に移動した研究者数は、大学院進学時
と最新の論文を発表した組織への移動からカウントするため、最大 4組織間で 3回の移動
がある。【資料 3】の例では、国 Aから国 Bに移動した研究者が 1名、国 Bから国 Cに移
動した研究者が 1 名、国 C から国 B に移動した研究者が 1 名とカウントする。なお、二
国間を往復した場合、往路と復路を分けてカウントする。 
組織別の分析を説明するために、【資料 3】のように学士・修士・博士取得組織、及び、
所属組織を X, Y, Z, Wとし、学士取得組織 Xと所属組織Wが国 Aにあり、修士取得組織
Yと博士取得組織が国 Bにある例を考える。組織別の研究者数は、最新の論文を発表した
所属組織でカウントする。この場合、最新の論文を発表した所属組織はWであるため、組
織 W の研究者を 1 名カウントする。また、国際的に移動した研究者は国境を越えて組織
を移動した場合にカウントする。この場合、組織 Xから組織 Yに移動した研究者 1名、組













Avinash Jain received the BTech degree in electrical engineering from Indian
Institute of Technology, Bombay in 1997 and the MS degree from the University of
Illinois, Urbana-Champaign in 1999. Since August of 1999, he has been working as a
system engineer at QUALCOMM Inc., where he is working on design and
development of the cdma2000 reverse link.
領域 論文誌 期間 論文数 著者数 研究者数
ロボティクス
IEEE Transactions on Robotics















IEEE Transactions on Pattern
Analysis and Machine Intelligence
1997-2009 1,294 3,437 2,361
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国 A 国 B 国 C 国 B
















国 A 国 B 国 B 国 A
組織 X







































米国 日本 英国 フランス イタリア 台湾
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米国のMIT、Stanford University、シンガポールの National University of Singapore、
Nanyang Technologial Universityは国外の組織から研究者を受け入れる傾向が強いこと
がわかる。反対に、韓国の Seoul National University、中国の Tsinghua University、ギ
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コンピュータビジョン領域における組織別の研究者数と研究者の国際的な流入出バラ
ンスを【資料 12】に示す。米国のMIT、University of Maryland, College Park、University 
of Illinois at Urbana-Champaign、米国の University of Oxford、香港の Chinese 
University of Hong Kong、シンガポールの National University of Singaporeは、国外の
組織から研究者を受け入れる傾向を示している。一方、中国の Chinese Academy of 
Sciences, Tsinghua University、University of Science and Technology of China、イスラ
エルの Technion, Israel Institute of Technology、韓国の Seoul National University、台






















EPFL Chinese Univ. of 
Hong Kong
Tsinghua Univ.






























































科学技術動向研究センター 古川 貴雄 
電子デバイス領域における組織別の研究者数と研究者の国際的な流入出バランスを【資
料 13】に示す。米国の Stanford University、Arizona State University、シンガポールの
Nanyang Technological Universityは国外の組織から研究者を受け入れる傾向を示してい
る。また、ベルギーにある国際共同研究機関の IMECも国外の組織から多くの研究者を受
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研究者として 2回カウントされることもあるため、数値が 1を越えることもある。 
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Japan (University of Tokyo) Japan
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Japan (University of Tokyo) Japan
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(1995年3月 博士(工学) 新潟大学) 
1994年4月 信州大学繊維学部 助手 
1998年7月 信州大学繊維学部 助教授 
1999年7月 ジューネーブ大学情報処理センター 客員研究員 
(～2000年9月) 
2001年4月 デジタルファッション株式会社 
2006年4月 デジタルファッション株式会社 技術開発部長 
2007年4月 デジタルファッション株式会社 執行役員 





１．Discussion Paper No.61  著者経歴を用いた研究者の国際流動性評価 ― コンピュータビジ
ョン領域における事例研究 ―、2010 年 3 月、文部科学省科学技術政策研究所 古川 貴雄、
白川 展之 
２．調査資料-199  研究者国際流動性の論文著者情報に基づく定量分析 ― ロボティクス、コ
ンピュータビジョン及び電子デバイス領域を対象として ―、2011 年 8月、文部科学省科学
















～日本の問題点を見る～         
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どういうものがあるかというマップを描き、そこでの日本の状況を 3-2-1で阪 彩香 科学技術基盤
調査研究室 主任研究官から紹介する。 
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3-2-1科学全体でのホットな研究領域に注目した分析 
～サイエンスマップにみる世界の研究動向と日本の特徴～ 




























NISTEP REPORT No.95 急速に発展しつつある研究領域調査 (1997-2002年)
NISTEP REPORT No.100 サイエンスマップ2004 (1999-2004年)
NISTEP REPORT No.110 サイエンスマップ2006 (2001-2006年)
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農業科学 経済学・経営学 材料科学 神経科学・行動学 社会科学・一般
生物学・生化学 工学 数学 薬理学・毒性学 宇宙科学
化学 環境/生態学 微生物学 物理学
臨床医学 地球科学 分子生物学・遺伝学 植物・動物学





BAAB NNNN =norm ・・・式（１）
3.0norm ≥N ・・・式（２）
Ref. Small H G. Co-citation in the scientific literature; a new measure of the relationship between two documents. 
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そして、研究領域 647を 1枚紙に可視化する。これがサイエンスマップとなる。 
【資料 4】 
 






























サイエンスマップ2002 サイエンスマップ2004 サイエンスマップ2006 サイエンスマップ2008
期間 1997-2002 1999-2004 2001-2006 2003-2008
高被引用度論文数 約4万5千件 約4万7千件 約5万1千件 約5万6千件
全リサーチフロント数 5,221 5,350 5,538 5,726
に含まれるコアペーパ数 21,183件 21,411件 21,428件 22,669件
全研究領域数 598 626 687 647
に含まれるリサーチフロント数 3,415 3,502 3,551 3,635
に含まれるコアペーパ数 15,410件 15,531件 15,165件 15,826件
注目研究領域数 112 133 124 121
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ID 注目研究領域名 ID 注目研究領域名
61 タンパク質の動的挙動解析 91 水素製造・貯蔵および燃料電池に関連する錯体水素化物
























69 高効率有機電界発光（EL）素子 99 情報源の「疎」な性質を用いた制約と信号処理・情報理論への応用





























79 金属スピントロニクス 109 温暖化影響/生物・生態系









83 配位空間・配位格子の設計と機能 113 陸域生態系における二酸化炭素収支の観測的研究
84 水素結合の研究 114 行列不等式を用いたむだ時間系の安定判別・安定化制御
85 アニオンセンサー 115 大気組成・微量成分
86 触媒的不斉合成 116 エアロゾルの効果を含めた気候変動シミュレーション
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全研究領域のコアペーパ数 15410 15531 15165 15826
14655 14821 14452 14986
95.1% 95.4% 95.3% 94.7%
7614 7281 6831 6875
49.4% 46.9% 45.0% 43.4%
1979 2287 2353 2207
12.8% 14.7% 15.5% 13.9%
3481 3668 3899 4129
22.6% 23.6% 25.7% 26.1%
1739 1342 1425 1619
11.3% 8.6% 9.4% 10.2%
150 344 682 906
1.0% 2.2% 4.5% 5.7%
1376 1436 1212 1200
8.9% 9.2% 8.0% 7.6%
1185 1172 1006 1048
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れぞれの論文を 22分野分類で見た場合、どういう組み合わせになるのかを調べた【資料 11】 
。 
そして、例えば、22分野の化学の論文が 6割以上を占めていたら、その研究領域は化学
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整数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 62.9 11.1 12.4 8.6 7.0 1.1 1.3
サイエンスマップ2004 61.9 12.1 12.3 8.7 7.2 1.7 2.7
サイエンスマップ2006 61.0 13.5 12.9 8.5 7.5 1.8 4.5
サイエンスマップ2008 57.9 13.9 13.4 8.0 8.4 1.9 7.2
分数カウント法 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
サイエンスマップ2002 51.8 6.7 7.8 6.4 3.9 0.7 0.8
サイエンスマップ2004 49.7 7.2 7.3 6.2 3.8 1.0 1.7
サイエンスマップ2006 47.6 7.7 7.2 5.7 3.7 1.1 2.9
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を出しており、学際的分野融合的領域というのはそのうち 151 ある。この中で日本が 1 本
でも参加していれば、その研究領域には参加していると観念すると考えて、日本、英国、
ドイツを比較してみた【資料 15】。 





ドイツ 81であり、ここでおよそ 20～30の差を付けられている。 
また、もう一つ大きいのがやはり臨床医学に軸足を持つ研究領域であり、ここでも日本
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分野 該当研究領域数 日本 英国 ドイツ
農業科学 8 3 4 4
生物学・生化学 11 6 4 6
化学 64 28 32 38
臨床医学 116 41 82 75
計算機科学 17 4 8 10
経済・経営学 9 0 5 1
工学 44 9 12 14
環境/生態学 15 4 10 9
地球科学 30 19 26 21
免疫学 1 1 1 1
材料科学 7 4 1 3
数学 14 1 3 6
微生物学 5 1 4 0
分子生物学・遺伝学 5 2 4 3
神経科学・行動学 17 12 12 12
薬学・毒性学 3 1 0 1
物理学 61 35 39 39
植物・動物学 36 20 24 24
精神医学/心理学 12 2 7 6
社会科学・一般 13 1 7 5
宇宙科学 8 3 7 7
学際的・分野融合的領域 151 66 96 81











分野 全体 米国 ドイツ 英国 日本 フランス 韓国 中国
農業科学 0.7% 0.2% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
生物学・生化学 0.8% 0.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0%
化学 13.3% 6.0% 1.6% 1.1% 1.1% 0.7% 0.3% 1.2%
臨床医学 19.1% 12.7% 3.0% 3.0% 0.9% 2.2% 0.2% 0.4%
計算機科学 1.3% 0.9% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
経済・経営学 0.7% 0.6% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
工学 4.0% 1.2% 0.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.9%
環境/生態学 1.6% 0.9% 0.2% 0.3% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1%
地球科学 3.3% 2.2% 0.6% 0.7% 0.3% 0.4% 0.0% 0.5%
免疫学 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
材料科学 0.7% 0.4% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.1%
数学 1.0% 0.4% 0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.0% 0.2%
微生物学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
分子生物学・遺伝学 0.2% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
神経科学・行動学 2.0% 1.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0%
薬学・毒性学 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
物理学 14.4% 8.1% 2.7% 1.9% 1.7% 1.7% 0.5% 1.1%
植物・動物学 4.2% 1.9% 0.9% 0.8% 0.6% 0.3% 0.1% 0.2%
精神医学/心理学 1.2% 0.9% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
社会科学・一般 1.0% 0.6% 0.0% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0%
宇宙科学 0.8% 0.7% 0.2% 0.3% 0.1% 0.2% 0.0% 0.0%
学際的・分野融合的領域 29.1% 17.6% 3.7% 4.0% 2.6% 2.2% 0.6% 2.5%






科学技術基盤調査研究室 阪 彩香 
- 59 - 
 
4 まとめ 








































2004年3月 東京大学大学院新領域創成科学研究科 博士号取得 
2004年4月 日本原子力研究所 博士研究員 
文部科学省科学技術政策研究所 特別研究員 
2005年4月 文部科学省科学技術政策研究所 任期付研究員 
2010年4月 文部科学省科学技術政策研究所 主任研究官 




1．NISTEP REPORT No.95  急速に発展しつつある研究領域調査、2005 年 5 月、文部科学省
科学技術政策研究所 
2. NISTEP REPORT No.100  サイエンスマップ 2004、2007 年 3 月、文部科学省科学技術政策
研究所 
3 .NISTEP REPORT No.110  サイエンスマップ 2006、2008 年 6 月、文部科学省科学技術政策
研究所 阪 彩香, 伊神正貫, 桑原輝隆 
4. NISTEP REPORT No.110  サイエンスマップ 2008、2010 年 5 月、文部科学省科学技術政策
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3-2-2 工学分野に注目した詳細分析  
～IEEE刊行物にみる電気電子・情報通信分野の世界の研究動向と日本～ 
科学技術動向研究センター 白川 展之 
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プ ロ シ ー






















IEEE出版物 IEEEの区分 刊行物名称 内　訳 文献データ
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期刊行物は約 30年間で 3倍の 150誌、ペーパー数は約 2万件と 4倍に増えている。プロシ
ーディングは、2008年に 14万件と、約 30年から 10倍以上とそれ以上の伸びを見せてい
る。 
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 第 1 に、中国のペーパー数が急増し世界一になったことである。カンファレンスの
ペーパー数を見ると、中国でのカンファレンスが増えた効果もあって米国のペーパ
ー数を抜いている。  
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1980 年代後半から 90 年代初頭は、エレクトロニクス全盛の時代、磁気学や電子デバ
イスといったソサエティの文献が最も多い。 
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                           超伝導 
          フォトニクス 
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① 米 国 ③ 台 湾 ⑤ 韓 国
出典：白川他（2011）『日本の電気電子・情報通信研究の世界トレンドからの乖離に関する計量書誌分析』
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1. 調査資料-169 IEEE定期刊行物における電気電子・情報通信分野の国別概況、2009年 7月、
文部科学省科学技術政策研究所 白川展之、野村稔、奥和田久美 
2. 調査資料-176 IEEE 定期刊行物における電気電子・情報通信分野の領域別動向 ― 日本
と世界のトレンドの差異 ―、2010年 2月、文部科学省科学技術政策研究所 白川展之、野村
稔、奥和田久美 
3. 調査資料-194 IEEE のカンファレンスと刊行物に関する総合的分析 ―成長・激変する世界





















～機能分化が進んでいるか～         
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 トムソンサイエンティフィック社、Web of Science (WoS)データベースをもとに、科学技術政策
研究所が分析。分析対象は、1981-2010年。被引用数は、2010年末時点である。
＜分析対象の文献の種類＞
 文献の種類の中のarticle, letter, note, reviewを対象としている。
＜分野について＞


























1～274 274～548 549～822 823～1096
1～274 274～548 549～822 823～1096
97.1% 2.5% 0.1% 0.2%
1～43 44～86 87～129 130～170
1～43 44～86 87～129 130～170
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そこで日本、英国の大学をそれぞれの国の大学が関わった論文の中で、5％以上のシェア
を持つ第 1グループ、1から 5％の第 2グループというように分類する。日英とも第 1グル
ープに所属する大学が 4 つになる。第 2 グループは、日本が 13 に対して英国が 27。第 3




































































































日本：総務省統計局「科学技術研究調査」調査票（総政審第344号）の機関単位データを使用。英国：HESA（Higher Education Statistics Agency）のResearch of Higher Education Institutions
に収集された機関単位データを使用。
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東京大学 東京工業大学 東京農工大学 豊橋技術科学大学 京都薬科大学




九州大学 東京理科大学 電気通信大学 東北薬科大学




広島大学 新潟大学 岐阜大学 京都府立医科大学 京都府立大学
筑波大学 大阪市立大学 大阪府立大学 兵庫医科大学 明治薬科大学
岡山大学 熊本大学 富山大学 埼玉大学 富山県立大学
千葉大学 長崎大学 山口大学 岩手大学 日本獣医生命科学大
神戸大学 東京医科歯科大学 三重大学 和歌山県立医科大学埼玉工業大学










































※英国の大学名表示は、[the university of ]を省略している。
※英国の第4グループには48大学含まれるが、研究者1人あたりの論文数によるクラス分けによって、クラスI～IVに含まれない大学が2つある。
Cambridge The Royal Veterinary College
Oxford














































London School of Hygiene and Tropical Medicine
Queen Mary and Westfield College
論文シェア
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大学名 期間D D. 2004-2006  
Imperial College of Science, Technology and Medicine 第1グループ 6103       
The University of Cambridge 第1グループ 7274    
The University of Oxford 第1グループ 10491    
University College London 第1グループ 3956   
The University of Bristol 第2グループ 6066    
The University of Edinburgh 第2グループ 5774    
The University of Leeds 第2グループ 8066    
The University of Manchester 第2グループ 10402    
The University of Nottingham 第2グループ 6298    
The University of York 第2グループ 6551    
  
   
      






            
      
      
    
      
      
      
 
      大学名 期間D D. 2004-2006
   Imperial College of Science, Technology and Medicine 第1グループ 4837
   The University of Cambridge 第1グループ 2410
  The University of Oxford 第1グループ 0
   University College London 第1グループ 2549
   The University of Birmingham 第2グループ 3700
   The University of Leeds 第2グループ 3485
   The University of Manchester 第2グループ 6945
   The University of Newcastle-upon-Tyne 第2グループ 3418
  
            
      
      
    
      
      
      
      
      
      
  
Total Expenditure_17 Chemical engineering
      





第 2 グループの大学の全体の規模自体は、第 1グループの 4大学に比べると、一部の例
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1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
全分野 [論文数シェア％]  























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
全分野 [Top10%論文数シェア％]  













1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 27327 29383 29096 29489 30648 6% 5% 国立大学 2131 2313 2210 2230 2079
公立大学 2524 2754 2789 2751 2756 10% -1% 公立大学 169 162 168 146 120
私立大学 8278 8811 8821 9360 10356 7% 17% 私立大学 447 470 459 445 452
大学共同 455 495 519 538 549 14% 6% 大学共同 53 55 53 57 54
独法 2656 3544 4572 5001 5466 72% 20% 独法 276 397 500 551 512
施設等機関 892 1066 1074 1016 1096 20% 2% 施設等機関 75 95 98 87 73
企業 6120 5169 4298 3860 3767 -30% -12% 企業 442 353 279 220 168










1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
米国 189000 188174 193100 216860 247175 2% 28% 米国 29031 29008 29512 31560 29500
英国 49282 50791 47416 51314 57450 -4% 21% 英国 5583 5691 5639 6117 6141
ドイツ 42224 44932 43782 48291 57102 4% 30% ドイツ 4207 4648 4753 5519 5728
フランス 32427 33148 31351 33894 41214 -3% 31% フランス 3112 3249 3082 3526 3597
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次にこの傾向をいくつかの分野毎に概観する。化学は国立大学のシェアがかなり高く、











1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 5227 5490 5199 5146 5159 -1% -1% 国立大学 514 548 532 549 462
公立大学 357 395 379 386 348 6% -8% 公立大学 32 34 28 25 19
私立大学 1432 1427 1373 1446 1407 -4% 2% 私立大学 107 99 93 96 77
大学共同 94 83 76 73 66 -19% -14% 大学共同 14 11 8 9 7
独法 505 701 860 871 872 70% 1% 独法 68 88 111 122 92
施設等機関 35 36 43 33 40 24% -8% 施設等機関 2 3 2 1 2
企業 1059 855 782 686 631 -26% -19% 企業 75 56 59 42 28





























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF1:化学 [論文数シェア％]  
公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学
(右軸)




















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF1:化学 [Top10%論文数シェア％]  











1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 1273 1388 1535 1526 1734 21% 13% 国立大学 145 153 150 131 134
公立大学 84 98 98 80 102 17% 5% 公立大学 13 12 10 6 4
私立大学 248 259 268 299 308 8% 15% 私立大学 21 27 24 20 22
大学共同 4 6 5 7 5 大学共同 1 1 0 1 0
独法 211 365 445 455 474 111% 7% 独法 27 58 64 67 66
施設等機関 13 14 22 17 18 施設等機関 3 2 2 1 1
企業 555 462 432 355 351 -22% -19% 企業 39 31 22 21 14































1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF2:材料科学 [論文数シェア％]  
公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学
(右軸)
55.5 




















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF2:材料科学 [Top10%論文数シェア％]  
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1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 3028 3144 3240 3660 3926 7% 21% 国立大学 285 316 291 343 342
公立大学 156 168 173 189 201 11% 16% 公立大学 12 9 14 12 9
私立大学 554 565 558 703 746 1% 34% 私立大学 33 33 34 34 34
大学共同 160 197 212 216 232 33% 9% 大学共同 17 17 16 20 24
独法 496 625 795 948 1077 60% 35% 独法 62 80 101 110 103
施設等機関 17 22 20 16 21 施設等機関 0 2 2 1 1
企業 814 587 473 585 576 -42% 22% 企業 82 65 47 47 32





























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF3:物理学 [論文数シェア％]  
公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学
(右軸)





















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF3:物理学 [Top10%論文数シェア％]  



















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 835 921 971 1064 1283 16% 32% 国立大学 56 44 48 57 52
公立大学 83 88 90 75 100 8% 11% 公立大学 4 5 4 2 2
私立大学 249 289 296 335 402 19% 36% 私立大学 8 11 13 11 11
大学共同 11 11 16 20 21 大学共同 3 2 2 1 1
独法 29 26 37 48 60 27% 63% 独法 1 2 4 4 4
施設等機関 5 7 4 5 8 施設等機関 0 0 0 0 0
企業 287 257 180 143 118 -37% -34% 企業 10 6 5 3 3






























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF4:計算機・数学 [論文数シェア％]  























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF4:計算機・数学 [Top10%論文数シェア％]  
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1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 1747 1879 1880 1906 2057 8% 9% 国立大学 139 141 127 110 104
公立大学 126 138 132 141 138 5% 5% 公立大学 9 7 8 8 5
私立大学 507 509 469 525 597 -8% 27% 私立大学 26 23 26 23 18
大学共同 29 28 29 30 42 大学共同 3 2 3 1 4
独法 259 303 345 373 420 33% 22% 独法 20 28 26 30 26
施設等機関 15 20 26 26 30 施設等機関 1 1 1 1 0
企業 1226 1082 792 688 690 -35% -13% 企業 88 69 50 32 23
































1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF5:工学 [Top10%論文数シェア％]  























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF5:工学 [論文数シェア％]  
















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 581 766 938 1135 1333 61% 42% 国立大学 36 47 56 66 85
公立大学 28 36 40 46 50 46% 24% 公立大学 1 1 1 2 3
私立大学 63 69 90 108 143 44% 59% 私立大学 1 3 6 4 6
大学共同 9 13 24 34 30 174% 25% 大学共同 0 2 2 2 2
独法 141 196 292 368 431 106% 48% 独法 9 17 23 27 32
施設等機関 30 31 33 39 48 8% 49% 施設等機関 2 1 2 3 1
企業 43 55 62 68 78 43% 26% 企業 1 2 5 3 2





























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF6:環境・地球科学 [論文数シェア％]  

























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF6:環境・地球科学 [Top10%論文数シェア％]  
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1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 6083 6740 6494 6380 6645 7% 2% 国立大学 463 501 460 418 384
公立大学 841 986 1067 1026 1036 27% -3% 公立大学 57 55 61 54 49
私立大学 2506 2888 2964 3102 3725 18% 26% 私立大学 137 155 143 150 162
大学共同 9 10 8 8 12 大学共同 1 1 1 1 2
独法 107 131 194 270 359 82% 85% 独法 10 14 21 28 36
施設等機関 408 511 515 519 562 26% 9% 施設等機関 44 51 62 54 42
企業 350 324 318 316 308 -9% -3% 企業 48 35 25 23 20






























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF7:臨床医学 [論文数シェア％]  
公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学
(右軸)





















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF7:臨床医学 [Top10%論文数シェア％]  















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010 1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
国立大学 8047 8498 8321 8334 8096 3% -3% 国立大学 470 541 527 537 490
公立大学 817 816 779 786 745 -5% -4% 公立大学 40 38 41 37 30
私立大学 2600 2665 2675 2755 2879 3% 8% 私立大学 109 116 119 102 116
大学共同 125 136 136 139 131 9% -4% 大学共同 14 19 21 21 14
独法 849 1116 1498 1602 1714 77% 14% 独法 75 105 142 156 146
施設等機関 356 409 399 348 359 12% -10% 施設等機関 23 34 27 24 24
企業 1524 1353 1108 979 996 -27% -10% 企業 95 87 63 49 44




























1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF8:基礎生命科学 [論文数シェア％]  
公立大学 私立大学 大学共同 独法 施設等機関 企業 国立大学
(右軸)



















1996-1998 1999-2001 2002-2004 2005-2007 2008-2010
PF8:基礎生命科学 [Top10%論文数シェア％]  
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また、国際共著の状況も示されており、東大は最新の 5年間の国際共著率が 29％である。














1 UNIV HAMBURG ドイツ 237 CHINESE ACAD SCI 中国 285 CHINESE ACAD SCI 中国 482
2 WEIZMANN INST SCI イスラエル 233 SEOUL NATL UNIV 韓国 268 SEOUL NATL UNIV 韓国 407
3 UNIV BOLOGNA イタリア 226 UNIV HAWAII アメリカ 250 YONSEI UNIV 韓国 318
4 UNIV BONN ドイツ 226 YONSEI UNIV 韓国 209 UNIV HAWAII アメリカ 286
5 TEL AVIV UNIV イスラエル 224 KOREA UNIV 韓国 206 KOREA UNIV 韓国 264
6 IST NAZL FIS NUCL イタリア 218 WEIZMANN INST SCI イスラエル 193 UNIV WISCONSIN アメリカ 252














9 UNIV MARYLAND アメリカ 215 YALE UNIV アメリカ 183 NATL TAIWAN UNIV 台湾 240




11 UNIV CHICAGO アメリカ 191 UNIV WISCONSIN アメリカ 175 UNIV MELBOURNE オーストラリア 217
12 UNIV MANCHESTER イギリス 184 HARVARD UNIV アメリカ 175 HARVARD UNIV アメリカ 215
13 INDIANA UNIV アメリカ 184 IST NAZL FIS NUCL イタリア 174 SUNGKYUNKWAN UNIV韓国 211
14 CERN スイス 182 UCL イギリス 172 UNIV SYDNEY オーストラリア 210
15 UNIV BRITISH COLUM カナダ 182 NATL TAIWAN UNIV 台湾 171 INST HIGH ENERGY PHロシア 208
16 UNIV CALIF RIVERSIDEアメリカ 180 COLUMBIA UNIV アメリカ 171 PANJAB UNIV インド 208
17 UCL イギリス 179 SUNGKYUNKWAN UNIV韓国 166 STANFORD UNIV アメリカ 199
18 UNIV HEIDELBERG ドイツ 172 UNIV MARYLAND アメリカ 158 COLUMBIA UNIV アメリカ 197
19 UNIV ALBERTA カナダ 171 PENN STATE UNIV アメリカ 158 NATL CENT UNIV 台湾 197
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このような量的な考察に加えて、質的な面も考える必要があると考えられる。そこで、
例えば第 1 クラスターの中で論文量が大きい大学から小さい大学まで 4 分類する。同時に

































V: 2006-2010年の論文数に応じてクラス化 Q値： A大学のTop10%論文数シェア（世界における）を、
A大学の論文数シェア（世界における）で除した値
該当大学数 割合
Q1 1.1以上 14 12%
Q2 0.9以上1.1未満 22 18%





V1 5年間で5,000件以上 14 12%
V2 5年間で2,500件以上 24 20%
V3 5年間で1,250件以上 41 34%
V4 5年間で500件以上 42 35%
121 100%
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SC番号 049   EC SC番号 050   EE























CHINESE ACAD SCI PEOPLES R CHINA 139 63 4 1 1 CHINESE ACAD SCI PEOPLES R CHINA 49 64 7 1 1
CNRS FRANCE 37 37 2 3 2 INDIAN INST CHEM TECHNOL INDIA 292 72 28 3 2
NANJING UNIV PEOPLES R CHINA 658 112 10 2 3 KYOTO UNIV JAPAN 1 1 1 2 3
RUSSIAN ACAD SCI RUSSIA 537 27 1 4 4 INDIAN INST TECHNOL INDIA 121 61 31 9 4
UNIV BARCELONA SPAIN 50 11 8 9 5 RUSSIAN ACAD SCI RUSSIA 382 23 13 10 5
NANKAI UNIV PEOPLES R CHINA 409 226 58 6 6 OSAKA UNIV JAPAN 9 6 3 8 6
INDIAN INST TECHNOL INDIA 89 55 34 11 7 UNIV TOKYO JAPAN 8 2 2 4 7
NE NORMAL UNIV PEOPLES R CHINA 715 640 381 25 8 CNRS FRANCE 2 9 4 5 8
UNIV MUNSTER GERMANY 119 43 16 23 9 ZHEJIANG UNIV PEOPLES R CHINA 837 921 626 45 9
UNIV VALENCIA SPAIN 38 18 14 5 10 TOHOKU UNIV JAPAN 10 8 6 7 10
CNR ITALY 1 1 3 8 11 NANKAI UNIV PEOPLES R CHINA 503 573 173 39 11
ECOLE POLYTECH FED LAUSANNE SWITZERLAND 367 575 114 132 12 FUDAN UNIV PEOPLES R CHINA 680 622 654 94 12
JILIN UNIV PEOPLES R CHINA 571 559 243 29 13 PEKING UNIV PEOPLES R CHINA 805 545 51 13
SUN YAT SEN UNIV PEOPLES R CHINA 40 14 CSIC SPAIN 18 12 11 16 14
PEKING UNIV PEOPLES R CHINA 730 338 10 15 LANZHOU UNIV PEOPLES R CHINA 621 400 328 75 15
TEXAS A&M UNIV USA 2 73 7 7 16 CNR ITALY 13 3 10 12 16
UNIV ZARAGOZA SPAIN 25 7 6 15 16 MIT USA 7 26 14 14 17
UNIV OXFORD UK 20 4 9 20 18 UNIV MUNSTER GERMANY 174 57 59 77 18
UNIV RENNES 1 FRANCE 56 49 32 22 19 UNIV BOLOGNA ITALY 63 49 26 18 19
UNIV MUNICH GERMANY 60 124 39 13 20 NATL UNIV SINGAPORE SINGAPORE 406 447 94 35 20
FUDAN UNIV PEOPLES R CHINA 510 400 462 115 21 SICHUAN UNIV PEOPLES R CHINA 846 878 862 179 21
KYOTO UNIV JAPAN 99 33 11 12 22 TOKYO INST TECHNOL JAPAN 5 11 9 11 22
MONASH UNIV AUSTRALIA 166 139 76 47 23 UNIV SCI & TECHNOL CHINA PEOPLES R CHINA 798 897 864 222 23
UNIV BORDEAUX 1 FRANCE 86 76 314 327 24 UNIV ILLINOIS USA 16 10 12 19 24
INDIAN INST SCI INDIA 174 61 128 71 25 E CHINA UNIV SCI & TECHNOL PEOPLES R CHINA 908 815 144 25
UNIV STRASBOURG 1 FRANCE 34 32 23 16 26 NAGOYA UNIV JAPAN 15 16 23 25 26
TECH UNIV MUNICH GERMANY 8 2 5 17 27 UNIV MUNICH GERMANY 60 136 57 33 27
UNIV EDINBURGH UK 103 67 55 80 28 HOKKAIDO UNIV JAPAN 29 4 5 13 28
UNIV TEXAS USA 5 8 48 39 29 UNIV WISCONSIN USA 14 33 53 29 29
UNIV TOKYO JAPAN 83 41 45 34 30 UNIV OXFORD UK 47 21 27 24 30
UNIV CALIF BERKELEY USA 26 22 26 32 31 UNIV ROSTOCK GERMANY 762 346 211 110 31
INST CHEM RES CATALONIA ICIQ SPAIN 731 32 MERCK RES LABS USA 191 62 20 32
NATL UNIV SINGAPORE SINGAPORE 369 167 64 68 33 UNIV BARCELONA SPAIN 68 31 18 31 33
UNIV LONDON IMPERIAL COLL SCI TE   UK 58 22 14 34 UNIV ALICANTE SPAIN 646 194 125 65 34
UNIV DURHAM UK 190 83 49 38 35 CENT DRUG RES INST INDIA 284 415 428 118 35
OSAKA UNIV JAPAN 32 35 25 26 36 HARVARD UNIV USA 12 5 16 26 36
TOHOKU UNIV JAPAN 144 64 82 70 37 UNIV MICHIGAN USA 62 89 83 72 37
UNIV MILAN ITALY 125 24 15 19 38 CHIBA UNIV JAPAN 132 134 45 40 38
UNIV SOUTHAMPTON UK 157 176 92 21 39 UNIV FLORENCE ITALY 142 107 153 56 39
UNIV FLORENCE ITALY 14 19 21 62 40 WUHAN UNIV PEOPLES R CHINA 798 786 688 257 40
UNIV SCI & TECHNOL CHINA PEOPLES R CHINA 681 682 271 86 41 UNIV MILAN ITALY 26 35 33 23 41
UNIV HEIDELBERG GERMANY 23 31 41 58 42 UNIV TORONTO CANADA 37 80 67 89 42
TOKYO INST TECHNOL JAPAN 36 46 61 49 43 TECH UNIV MUNICH GERMANY 21 22 21 32 43
UNIV FLORIDA USA 167 144 166 95 44 NATL CHEM LAB INDIA 280 97 90 28 44
CSIC SPAIN 35 38 35 65 45 SEOUL NATL UNIV SOUTH KOREA 457 211 134 30 45
UNIV WROCLAW POLAND 703 317 97 33 46 UNIV TEXAS USA 20 19 42 15 46
NATL TAIWAN UNIV TAIWAN 199 50 59 51 47 UNIV OVIEDO SPAIN 157 59 82 87 47
UNIV TOULOUSE 3 FRANCE 77 153 72 98 48 UNIV RENNES 1 FRANCE 33 56 39 42 48
UNIV MANCHESTER UK 70 104 87 69 49 UNIV PENN USA 80 109 115 34 49











036   DE
PLANT SCIENCES
組織
4 UNIV TOKYO 5
8 RIKEN 9
23 NAGOYA UNIV 24
29 KYOTO UNIV 31
38 NATL INST AGROBIOL SCI 27
78 HOKKAIDO UNIV 98
87 ☆ OKAYAMA UNIV 53 ☆
97 ☆ NARA INST SCI & TECHNOL 76 ☆





050   EE
CHEMISTRY, ORGANIC
組織
3 KYOTO UNIV 2
6 OSAKA UNIV 6
7 UNIV TOKYO 8
10 TOHOKU UNIV 12
22 ☆ TOKYO INST TECHNOL 60 ☆
26 NAGOYA UNIV 22
28 HOKKAIDO UNIV 48
38 ☆ CHIBA UNIV 53 ☆
55 KYUSHU UNIV 127
86 JAPAN SCI & TECHNOL AGCY 163





046   DX
CHEMISTRY, MEDICINAL
組織
29 ☆ KYOTO PHARMACEUT UNIV 32 ☆
30 KYOTO UNIV 84
38 UNIV TOKYO 74




176   QE
MATERIALS SCIENCE, BIOMATERIALS
組織
12 KYOTO UNIV 12
16 ☆ TOKYO MED & DENT UNIV 52 ☆
27 HOKKAIDO UNIV 56
29 ☆ CHUBU UNIV 176
43 UNIV TOKYO 17
50 TOHOKU UNIV 56
58 OSAKA UNIV 108
81 ☆ TOKYO WOMENS MED UNIV 30 ☆





201   SU
OPHTHALMOLOGY
組織
39 UNIV TOKYO 34
49 OSAKA UNIV 60
54 ☆ KEIO UNIV 123
68 ☆ KYOTO PREFECTURAL UNIV MED 49 ☆





208   TM
PATHOLOGY
組織
60 ☆ KANAZAWA UNIV 45 ☆
34 UNIV TOKYO 58
84 ☆ NIIGATA UNIV 100 ☆
95 NAGOYA UNIV 100
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研究レビュ－ 3-1-2
 論文の分析から見る開発途上国の研究活動と日本との国際共著
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～サイエンスマップにみる世界の研究動向と日本の特徴～
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科学技術政策研究所長　桑原 輝隆 
研究レビュ－ 3-1-3
 研究者国際流動性の論文著者情報に基づく定量分析
～ロボティクス、コンピュータビジョン及び電子デバイス領域を対象として～
科学技術動向研究センター　古川 貴雄 
研究レビュ－ 3-2-2
 工学分野に注目した詳細分析
～IEEE刊行物にみる電気電子・情報通信分野の世界の研究動向と日本～
科学技術動向研究センター　白川 展之
